
シナノ精密

多
面
パ
レ
ッ
ト
が
活
躍
多
種
少
量
品
を
高
精
度
加
工

新
機
種
導
入
で
生
産
性

が
向
上
し
、
受
注
拡
大

に
貢
献

　
シ
ナ
ノ
精
密
は
主
に
測
定
器
や

光
学
機
器
の
精
密
複
合
加
工
と
組

み
立
て
を
手
が
け
る
。
特
に
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
や
真
ち
ゅ
う
な
ど
の
非

鉄
金
属
の
加
工
は
長
年
の
実
績
に

よ
り
、
多
く
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

つ
。
長
野
県
飯
田
市
に
あ
る
同
社

は
地
域
の
企
業
約

社
と
協
力

し
、
材
料
の
調
達
か
ら
加
工
、
塗

装
、
メ
ッ
キ
、
研
磨
な
ど
部
品
単

品
だ
け
で
な
く
ユ
ニ
ッ
ト
が
完
成

す
る
工
程
す
べ
て
を
引
き
受
け
て

い
る
。

　
「

年
前
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

展
示
会
に
出
展
し
て
顧
客
開
拓
し

た
。
９
割
以
上
が
県
外
か
ら
の
仕

事
」

伊
東
保
夫
社

長

と
確
固
た
る
営
業

手
法
を
持
つ
。
現
在
も

国
内
各
地
で
開
か
れ
る

展
示
会
に
年
間
６
、
７

回
出
展
し
て
お
り
、
出
展
す
る
だ

け
で
な
く
情
報
を
得
る
た
め
展
示

会
の
視
察
に
も
足
を
運
ぶ
。

　
同
社
が
得
意
と
す
る
の
は
高
精

度
、多
種
少
量
、複
合
加
工
が
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
る
部
品
。ま
た
、輸
送

コ
ス
ト
の
か
か
る
大
型
の
部
品
で

は
な
く
小
型
部
品
に
特
化
し
て
い

る
。
現
在
は
測
定
器
な
ど
の
精
密

加
工
で
培
っ
て
き
た
技
術
を
生
か

し
、
医
療
機
器
と
ロ
ボ
ッ
ト
分
野

の
受
注
増
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
同
社
は
数
値
制
御

Ｎ
Ｃ

旋

盤
や
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

Ｍ

Ｃ

な
ど
約

台
の
機
械
設
備
を

保
有
。
２
０
１
０
年

月
に
は
約

５
０
０
０
万
円
を
投
じ
、
松
浦
機

械
製
作
所
の
５
軸
制
御
立
型
Ｍ
Ｃ

「
Ｍ
Ａ
Ｍ

―
３
Ｖ
Ｓ
」
を
導
入

し
た
。
従
来
は
最
高
で
ワ
ー
ク
を

供
給
す
る
パ
レ
ッ
ト
が

面
付
き

の
５
軸
Ｍ
Ｃ
だ
っ
た
が
、
購
入
し

た
Ｍ
Ｃ
は

面
を
装
備
。

　
パ
レ
ッ
ト
が

面
に
増
え
た
こ

と
で
長
時
間
の
連
続
運
転
が
可
能

と
な
り
納
期
短
縮
と
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
を
図
れ
た
。同
機
の
特
徴
は
小

物
用
の
多
面
パ
レ
ッ
ト
が
コ
ン
パ

ク
ト
に
収
納
さ
れ
、省
ス
ペ
ー
ス
。

さ
ら
に
、
部
品
加
工
時
に
中
心
が

出
し
や
す
い
」
同
と
い
う
。
部

品
に
よ
っ
て
は
生
産
性
が
２
倍
に

な
り
、
医
療
機
器
や
レ
ー
ザ
ー
発

振
器
、
測
定
器
関
連
の
受
注
拡
大

の
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
。

　
多
種
少
量
の
部
品
加
工
を
得
意

と
し
て
い
る
た
め
取
引
先
は
約
１

０
０
社
に
上
る
。
し
た
が
っ
て
リ

ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
や
円
高
不
況

の
影
響
は
大
き
く
受
け
ず
に
済
ん

だ
。

年
は
１
月
か
ら
測
定
器
や

自
動
車
関
連
の
受
注
が
好
調
で

「
忙
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
」

同

。
今
後
は
「
得
意
な
測
定

器
分
野
で
完
成
品
を
作
り
た
い
。

年
く
ら
い
の
う
ち
に
自
社
ブ
ラ

ン
ド
製
品
を
出
せ
る
よ
う
な
体
制

を
整
え
て
い
く
」

同

と
着
実

に
歩
み
を
続
け
て
い
く
考
え
だ
。

　
▽
事
業
内
容

小
型
部
品
の
精

密
加
工
と
組
み
立
て
▽
所
在
地

長
野
県
飯
田
市
▽
社
長

伊
東
保

夫
氏
▽
電
話

０
２
６
５
・
２
６

・
９
１
４
２
▽
資
本
金

２
０
０

０
万
円
▽
従
業
員

人
▽
設
立

１
９
６
９
年

月

東海機械製作所

大
物
部
品
を
一
貫
生
産
タ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
稼
働

月
に
稼
働
し
た

大
型
タ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー

　
東
海
機
械
製
作
所
は
本
社
工
場

愛
知
県
岡
崎
市

に
東
芝
機
械

製
の
大
型
タ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

を
導
入
、
直
径
６
０
０
０

級

の
大
物
丸
物
部
品
の
一
貫
生
産
を

始
め
た
。
加
工
か
ら
溶
接
、
組
み

立
て
ま
で
を
内
製
す
る
。
既
存
の

造
船
や
ト
ン
ネ
ル
掘
削
機

シ
ー

ル
ド
機
械

部
品
に
加
え
、
原
子

力
発
電
設
備
や
建
設
機
械
、
半
導

体
製
造
設
備
な
ど
の
新
規
分
野
を

開
拓
す
る
。

　
導
入
し
た
タ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
は
最
大
で
直
径
６
７
０
０

×

高
さ
２
６
０
０

の
丸
物
部
品
の

旋
削
加
工
や
穴
あ

け
加
工
が
で
き

る
。
２
０
１
０
年

月
に
本
格
稼
働

し
、
初
納
入
品
と
し
て
シ
ー
ル
ド

機
械
部
品
を
加
工
し
た
。
同
社
に

よ
る
と
中
小
の
加
工
業
者
が
保
有

す
る
設
備
は
最
大
で
も
直
径
３
０

０
０

程
度
が
多
い
と
い
う
。

そ
の
２
倍
以
上
の
大
き
さ
の
部
品

を
加
工
で
き
る
タ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
導
入
で
差
別
化
を
図
る
。

　
同
社
は
中
国
・
遼
寧
省
大
連
市

に
あ
る
子
会
社
「
大
連
東
海
優
技

術
」
で
直
径
１
９
０
０

×
長
さ

２
５
０
０

ま
で
の
丸
物
部
品

を
一
貫
生
産
し
て
い
る
。
加
工
設

備
の
旋
盤
は

年
に
日
本
か
ら
移

設
し
た
。旋
盤
を
移
設
し
て
以
降
、

日
本
で
は
加
工
を
外
注
、
溶
接
と

組
み
立
て
を
内
製
し
て
い
た
。
大

物
部
品
は
輸
送
費
が
高
い
こ
と
も

あ
り
、
加
工
も
内
製
化
す
る
。
当

面
は
大
物
丸
物
部
品
で
同
社
が
受

注
す
る
う
ち
の
６
―
７
割
を
内
製

化
し
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
る
。

　
シ
ー
ル
ド
機
械
関
連
で
は
リ
ニ

ア
新
幹
線
の
走
路
用
ト
ン
ネ
ル
や

下
水
道
用
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
に
よ

る
需
要
増
が
見
込
め
る
。
機
械
加

工
の
内
製
化
で
納
期
短
縮
を
図
れ

る
た
め
、
取
引
拡
大
な
ど
に
つ
な

げ
る
方
針
。

　
同
社
は
も
と
も
と
大
物
部
品
加

工
を
主
力
と
す
る
。
「
得
意
分
野

の
技
術
に
よ
り
一
層
磨
き
を
か
け

て
、
建
設
機
械
や
原
子
力
発
電
設

備
で
新
規
の
顧
客
を
開
拓
し
た

い
」

近
藤
盛
仁
常
務

と
意
気

込
む
。

　
国
内
製
造
業
の
海
外
移
転
が
進

む
中
、
国
内
で
生
き
残
り
を
図
る

に
は
顧
客
開
拓
が
欠
か
せ
な
い
。

大
企
業
で
さ
え
も
設
備
投
資
の
大

幅
な
回
復
が
見
込
め
な
い
状
況
で

は
あ
る
が
、
同
社
は
積
極
的
な
設

備
投
資
で
攻
勢
を
か
け
る
。
タ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
大
物
丸

物
部
品
加
工
で
の
新
規
開
拓
は
、

同
社
の
生
き
残
り
の
道
筋
を
確
実

に
す
る
た
め
に
も
、
大
き
な
期
待

が
か
か
っ
て
い
る
。

　
▽
事
業
内
容

船
舶
用
、
電
子

機
器
用
な
ど
の
大
物
部
品
加
工
▽

所
在
地

愛
知
県
岡
崎
市
▽
社
長

近
藤
康
治
氏
▽
電
話

０
５
６

４
・
５
１
・
２
７
９
３
▽
資
本
金

５
０
０
０
万
円
▽
従
業
員

１

１
０
人
▽
設
立

１
９
５
３
年
４

月

シミズインダストリー

複
合
加
工
機
で
効
率
化
小
型
部
品
、
作
業
工
程
を
改
善

多
様
な
加
工
を
実
現
し

作
業
工
程
の
改
善
に
も

つ
な
が
る

　
シ
ミ
ズ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
は
減

速
機
の
ギ
ア
ー
ド
モ
ー
タ
ー
の
金

属
部
品
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在

は
船
舶
や
建
機
な
ど
の
大
型
部
品

も
手
掛
け
る
。
最
近
は
、
建
機
分

野
が
堅
調
で
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ

ッ
ク
以
降
に
低
迷
し
た
ま
ま
の
経

済
状
況
も
乗
り
切
っ
て
い
る
。
近

年
、
加
工
機
を
増
や
し
、
作
業
の

効
率
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
同
社
の
最
新
設
備
は
森
精
機
製

作
所
製
の

の
複
合
加
工
機
。

こ
れ
よ
り
前
に
同
機
種
の

版

を
導
入
し
て
い
た
が
、
小
型
部
品

な
ど
で
よ
り
作
業
効
率
を
高
め
る

た
め
、
設
備
を
追
加
し
た
。
ミ
ー

リ
ン
グ
加
工
や
断
面
側
の
穴
あ
け

加
工
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
加
工
を

１
台
で
行
え
る
。
「
一

定
で
な
い
、
い
ろ
い
ろ

な
角
度
か
ら
の
穴
あ
け

加
工
な
ど
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
清

水
美
穂
社
長
は
話
す
。

　
多
様
な
加
工
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、
作
業
工
程
の
改

善
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
雰
囲

気
が
社
内
に
生
ま
れ
た
と
い
う
。

「

こ
の
作
業
は
こ
う
い
う
手
順

で
し
か
で
き
な
い

と
い
う
思
い

込
み
を
捨
て
る
こ
と
で
、
各
工
程

に
か
か
る
時
間
を
短
縮
し
、
よ
り

効
率
的
に
仕
事
を
進
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
」
清
水
社
長
。
使

用
す
る
機
械
の
機
能
と
と
も
に
、

社
内
の
発
想
も
成
長
し
て
き
た
。

　
近
く
、
ユ
ー
ザ
ー
と
の
共
同
使

用
設
備
と
し
て
、
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ

ッ
ク
製
の
大
型
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー

Ｍ
Ｃ

も
稼
働
す
る
。
主

な
用
途
と
し
て
は
、
船
舶
部
品
の

後
工
程
を
想
定
し
て
い
る
が
、
ほ

か
の
製
品
に
も
応
用
し
て
い
く
方

針
で
、
さ
ら
に
業
務
に
広
が
り
が

出
て
き
そ
う
だ
。

　
相
次
ぐ
工
作
機
械
導
入
に
伴

い
、
工
場
内
の
変
電
設
備
も
大
型

化
す
る
な
ど
、
工
場
全
体
に
変
化

が
生
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
隣
接

す
る
溶
接
工
場
跡
の
土
地
・
建
物

を
取
得
し
た
。
現
在
は
材
料
置
き

場
と
し
て
活
用
し
て
い
る
が
、
業

務
の
状
況
に
応
じ
て
、
将
来
の
工

場
拡
張
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
シ
ミ
ズ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
が
立

地
す
る
大
阪
市
西
淀
川
区
は
、
か

つ
て
は
大
阪
市
内
で
も
有
数
の
工

業
地
域
だ
っ
た
が
、
現
在
は
住
工

混
在
が
進
ん
で
い
る
。
そ
の
た

め
、
機
械
や
関
連
設
備
の
稼
働
音

の
対
策
な
ど
、
周
辺
住
民
へ
の
配

慮
が
不
可
欠
だ
。
隣
接
地
を
自
ら

取
得
す
る
こ
と
で
、
す
ぐ
隣
に
住

宅
が
立
地
す
る
こ
と
を
防
い
だ
。

将
来
に
わ
た
る
工
場
運
営
を
見
据

え
て
の
対
策
だ
。
さ
ら
な
る
設
備

強
化
も
検
討
し
て
お
り
、
使
用
方

法
の
発
想
と
稼
働
環
境
で
最
大
限

の
活
用
を
行
い
、
長
期
的
な
成
長

を
見
据
え
て
い
る
。

　
▽
事
業
内
容

建
設
機
械
・
船

舶
・
減
速
機
な
ど
の
金
属
部
品
の

製
造
▽
所
在
地

大
阪
市
西
淀
川

区
▽
社
長

清
水
美
穂
氏
▽
電
話

０
６
・
６
４
７
７
・
４
３
２
０

▽
資
本
金

１
０
０
０
万
円
▽
従

業
員

６
人
▽
設
立

１
９
４
７

年
４
月

中堅・中小企業の設備導入事例
（ ） 　　 （第２部） ２０１１年 平成２３年 ３月１７日 木曜日 　　


